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埼玉県教育局北部教育事務所 
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「授業振り返りシート」 



 

 

 

 

 

  北部教育事務所（R3.3 作成） 

   

   

□ 【 導 入 の 工 夫 】 学習課題を提示し、児童が学習活動及び学習内容に対して、目的意識や見通

しをもてる導入となっているか。(自己点検②) 

□ 【学習内容の意識化】 本時の学習内容が、単元の終末にどうつながるのか意識できるようにしているか。 

□ 【 板 書 の 工 夫 】 思考の流れを残す板書をしておき、振り返りの際に参考にできるようにしている

か。 

   

   

□ 【 時 間 の 確 保 】 個人で考える時間を確保し、自分の意見や考えをもって話し合うことができるよう

にしているか。 

□ 【 視 点 の 焦 点 化 】 話合いの視点を焦点化して、目的に合った話合いになるようにしているか。 

□ 【 資 料 の 活 用 】 叙述を基に正確に読んだり、想像を広げて読んだりするとともに、読み取ったことを

基に自分の考えを表現する活動を設定しているか。（自己点検⑰） 

   

   

□ 【言語への自覚化】 ねらいに即して児童の発言に「なぜ？」「どうして？」と切り返すなどして「言葉へ 

の自覚」を高めるようにしているか。 

□ 【 考 え の 再 検 討 】 対話の内容をもとに、自分の考えや意見についてもう一度考えさせるようにしてい

るか。 

□ 【日常との再検討】 一単位時間、単元を通して学習したことが、他教科や日常・社会生活に生きる

ように意図的、具体的に関連を図っているか。 

※主体的・対話的で深い学びを実現するためには、ここにある授業者の視点による改善を行うだけでよいことを示している

※のではありません。授業者の視点と学習者の視点は、双方を往還することが必要です。 

≪参考資料≫ 主体的・対話的で深い学びの実現 ６則（県教育委員会 H29.3） 県小学校教育課程指導・評価資料（県教育委員会 R2.3） 

県小学校教育課程編成要領（県教育委員会 H30.3） 主体的・対話的で深い学びを実現する授業改善の視点について（国立教育政策研究所 R２.６） 

 

学習活動を見通し、振り返り、課題を解決していこうとすること 「主体的な学び」 
 

国語科の「授業振り返りシート」（小学校） 

学び合い等、他者と協働すること等によって、自己の考えを広げ深めること 「対話的な学び」 
 

見方・考え方を働かせて、より深く理解したり考えを形成したりすること 「深い学び」 
 

「主体的・対話的で深い学びの実現」に向けて 

 「何ができるようになるか」という児童に必要な資質・能力を育成するためには、「何を学ぶか」という学習内

容と、「どのように学ぶか」という学びの過程を組み立てていく授業改善が重要である。 




